
① POWER SW.�
本機の電源スイッチです。

② POWER CONDITION LED�
本機のパワースイッチを投入すると±ＬＥＤ共に点灯します。もしどちらかのＬＥＤが消えている場合や、明るさ
のばらつきが大きくある場合は故障の可能性がありますので、ただちに電源スイッチを切りサービスまでご連
絡ください。

③ TALK BACK CALL LED
本機COM2871に接続したブランチ等からＴＢボタンが押されればＣＲ ＬＥＤが、ドライヴステーションCOM2883
に接続したブランチ等からＴＢボタンが押されればＳＴ ＬＥＤが点灯し、どこからＴＢの呼びかけがあるのか表
示します。

④ DRIVE STATION ACCESS LED�
本機と接続したドライヴステーションCOM2883の電源が入り使用可能になった時、このＬＥＤが点灯します。

⑤ SLS SW.& LED�
このスイッチをオンにする事によりＬＥＤが点灯、本機と接続したドライヴステーションCOM2883からスタジオラ
ウドスピーカーを鳴らす為のオーディオ信号（メインＬ/Ｒ）が出力されます。

⑥ COM. CONNECTOR
ブランチCOM2804等に各オーディオ信号や電源を供給する専用コネクタです。３台まで接続できます。
（ピン配列については別表を参照下さい。）
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⑦ MAIN INPUT�
システムのMAIN INPUT（L/R)です。ＸＬＲタイプ３ピンキャノンで、バランス仕様です。１番ＧＮＤ、２番ＨＯＴ、３
番ＣＯＬＤで、入力の基準は＋４ｄＢｍ、負荷１０ＫΩです。ここに入力したソースは本機のＳＬＳスイッチをオン
にする事で、接続したドライヴステーションCOM2883のＳＬＳ ＯＵＴから出力できます。

⑧ AUX INPUT�
システムのＡＵＸ INPUT（１～６ｃｈ)です。ＸＬＲタイプ３ピンキャノンで、バランス仕様です。１番ＧＮＤ、２番ＨＯＴ
、３番ＣＯＬＤで、入力の基準は＋４ｄＢｍ、負荷１０ＫΩです。

⑨ TALK BACK SIGNAL OUTPUT
本機に接続したブランチ等からのＴＢシグナルはＣＲ ＯＵＴから、COM2883に接続したブランチ等からのＴＢシ
グナルはＳＴ ＯＵＴから出力されます。ＸＬＲタイプ３ピンキャノンで、バランス仕様です。１番ＧＮＤ、２番ＨＯＴ、
３番ＣＯＬＤで、出力は＋４ｄＢｍ、負荷６００Ωです。お使いのコンソールやモニターシステム等に立ち上げて
聴くことができます。

⑩ DRIVE STATION SEND CONNECTOR�
ドライヴステーションCOM2883のＩＮＰＵＴと接続する為のコネクタです。本機に入力した各ソースおよびロジッ
クコマンド等が送出されます。

⑪ AC INLET
本機はＡＣ１００Ｖで動作します。また、スイッチングレギュレータの採用により９０Ｖ～１２５Ｖ範囲内で使用で
きますが故意に電圧を上げることは機器に負担をかけるばかりか、故障の原因になりますので絶対におやめ
ください。�

⑫ CONSOLE LOGIC CONNECTOR
コンソールとのロジックのやりとりをする為のＤサブ２５ピンコネクタです。詳しくはＤサブピン配表をご覧くださ
い。
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COM2871、2872　ロジック動作 内訳

◆ＣＲユニットCOM2871（または2872）に接続したブランチ等のＴＢスイッチを押す

　　　COM2871（または2872）のＣＲ ＴＢ ＣＡＬＬ ＬＥＤが点灯

　　　ＣＲ側・ＳＴ側の各ブランチもＴＢスイッチのＬＥＤが点灯

　　　Ｄ－Ｓｕｂ 25Ｐｉｎコネクタの1番が＋、14番が－になる

　　　8番・9番はショート（リレーメイク）になる

◆ドライヴステーションCOM2883に接続したブランチ等のＴＢスイッチを押す

　　　COM2871（または2872）のＳＴ ＴＢ ＣＡＬＬ ＬＥＤが点灯

　　　ＳＴ側のブランチのみＴＢスイッチのＬＥＤが点灯

　　　Ｄ－Ｓｕｂ 25Ｐｉｎコネクタの2番が＋、15番が－になる

　　　10番・11番はショート（リレーメイク）になる

◆コンソールＴＢがＯＮの時にＤ－Ｓｕｂ 25Ｐｉｎコネクタの

　　　　　　　　　3番を＋または、16番を－にする様に接続する（18Ｖ ＬＯＧＩＣ）

　　　COM2871（または2872）のＣＲ ＴＢ ＣＡＬＬ ＬＥＤが点灯

　　　ＣＲ側・ＳＴ側の各ブランチもＴＢスイッチのＬＥＤが点灯

◆Ｄ－Ｓｕｂ 25Ｐｉｎコネクタの13番を＋または、25番を－にする様に接続する

　　　COM2871（または2872）及びにCOM2883のＳＬＳ ＬＥＤが点灯し、

　　　COM2883のＳＬＳ ＯＵＴからＬ・Ｒのメインソースが出力される

　　　Ｄ－Ｓｕｂ 25Ｐｉｎコネクタの12番が＋・24番が－になる



COM2871.2872 ロジックコネクタピン配表D-Sub(25pin)
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ＣＲ側ＴＢ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＯＵＴ（＋）

ＳＴ側ＴＢ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＯＵＴ（＋）

コンソールＴＢ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＩＮ（＋）

N.C.

N.C.

N.C.

N.C.

ＳＬＳ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＯＵＴ（＋）

ＳＬＳ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＩＮ（＋）

ＣＲ側ＴＢ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＯＵＴ（－）

ＳＴ側ＴＢ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＯＵＴ（－）

コンソールＴＢ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＩＮ（－）

GND

GND

GND

GND

GND

GND

GND

ＳＬＳ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＯＵＴ（－）

ＳＬＳ ＯＮ ＣＯＭＭＡＮＤ ＩＮ（－）

8，9間

ショート

10,11間

ショート

※上記の動作表記について

　ＣＯＭＭＡＮＤ ＯＵＴの時、
　　　＋は、０Ｖ→１８Ｖに変化
　　　－は、１８Ｖ→０Ｖに変化

略語解説
　　ＣＲ／コントロールルーム
　　ＳＴ／スタジオ
　　ＴＢ／トークバック
　　ＳＬＳ／スタジオラウドスピーカー
　　　　　　　　　　　　　を表しています。

ＣＲ側ＴＢ ＯＮ リレーメイク

ＳＴ側ＴＢ ＯＮ リレーメイク






